
第VI章　第7次発掘調査の成果

第1節　柳又遺跡A地点における編年

囲畢院大草文学部考古学研究室が考古学演習II（考古学実習）の一環として実施してきた柳

又遺跡A地点における発掘調査は、今年度の調査をもって休止することになった。

旧石器文化ならびに縄文草創期文化の様相とその変遷等の解明を目的として、1987年に開田

高原に調査地を求めて以来、中馬背遺跡における2年次にわたる発掘調査と柳又遺跡A地点に

おける7年次にわたる発掘調査と、9年という長期間継続してきたものである。

中馬背遺跡は残念ながら遺物包含層がすでに煙滅していたが、柳又遺跡A地点は良好な遺物

包含層に恵まれて多くの成果を得ることができた。

柳又遺跡A地点では、旧石器文化ならびに縄文草創期文化の様相とその変遷の解明するため

に、特に出土遺物相互の層位的把握に留意して発掘調査を進めてきたところである。

そのために遺物の出土層位と垂直分布の検討に加え、平面分布の検討を通して、礫の集中範

囲を礫群として、あるいは石器の集中部分を石器ブロックとして把握してきた。そして、この

ような遺物の出土状況に基づいて把録したまとまりを単位としてさまざまな分析を行ない、具

体的な内容の理解にも努めてきた。

例えば、礫群では礫の遣存状態の分類、重量別の分類、被熟の有無の観察を通して各礫群の

特徴を把握し、破砕している礫に関しては接合作業を行なって、礫群それぞれの中での、礫群

相互の中での関連を捉えている。

また、石器ブロックでは、石器それぞれの観察に基づいた器種分類や石材同定を前提に、石

器器種組成、石器器種の形態分類、製作技術などや、石器石材の特徴、各石材の使用頻度や使

用総量などを検討して、各石器ブロックめ特徴を把握し、あるいはまた母岩分類と接合作業と

を通しそ母岩別資料分析を行なって、石器ブロックそれぞれの中での、石器ブロック相互の中

での関連を捉えている。

さらに礫群と石器群との関係についても、出土層位と垂直分布、あるいは平面分布などの出

土状況に照らして判断してきた。これらの検討に基づいて、礫群や石器群を文化層にまとめ、

それらの編年的位置を明らかにしてきた。

柳又遺跡A地点には、遺跡の基本層序に照らした層位的出土によって、編年された7枚の文

化層がある。すなわち、第II層に包含される表裏縄文系土器群の文化層、第III層下部から第IV

層上部に包含される隆起線文系土器群に有舌尖頭器の伴う文化層、第IV層中に包含される大形

石刃を主体とする第IV層文化層、第Ⅴ層中に包含される細石刃を主体とし槍先形尖頭器の伴う
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第Ⅴ層文化層、第VI層中部に包含されるナイフ形石器を主体とする第VI層M文化層、第VI層中

部から下部に包含されるナイフ形石器を主体とし槍先形尖頭器の伴う第VI層L文化層、第VII層

上部から中部に包含される小形の切出形ナイフ形石器を主体とする第VII層文化層である。

なお、第7次調査における特筆すべき成果の一つに、パリノ・サーヴェイ株式会社の協力に

よって実施された土壌の自然科学分析から、C－7区において第VII層下部に最濃集層準もつ明

瞭なバブル型火山ガラスが検出され、ATの降灰層準が指摘され、ATの噴出年代とし

て22000～25000年前という実年代が示されたことがある（付編参照）。

この結琴、第VII層文化層はAT降灰以後に位置づけられることが確実となった。また、柳又

遺跡A地点では、第VII層文化層が確認されている最下層の文化層であることから、いずれの文

化層に関してもAT降灰以後の編年的位置づけが妥当なものであることが明らかとなった。

また、第II層上部から中部において、重鉱物と火山ガラスの産状からK－Ahの存在が指摘

され、その噴出年代が約6300年前と示された。第II層中からは表裏縄文系土器群が出土してお

り、編年的位置づけとの関わりが注意される。

各文化層は層位的出土によって、相対的な編年上の位置を与えられているが、それぞれに若

干の問題点がある。それは大きく見れば、基本層序の各層の堆積状態とその遺存状況に関わる

問題であり、包含される遺物の共伴関係の問題といえる。以下に各文化層の概要を示しながら、

それぞれの文化層が抱える問題点を指摘してゆきたい。　　　　　　　　　　　（栗田一生）

第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

（1）縄文時代草創期～早期初頭

第II層に包含される表裏縄文系土器群の文化層と、第III層下部から第IV層上部に包含される

隆起線文系土器群に有舌尖頭器の伴う文化層とがある（第164図）。

表裏縄文系土器群と隆起線文系土器群とは、縄文土器の編年に照らせば、縄文時代草創期か

ら早期初頭に位置づけられる。表裏縄文系土器群が草創期後半から早期初頭に、隆起線文系土

器群は草創期前半にそれぞれ位置づけられる。

表裏縄文系土器群は、第6次調査におけるU～Ⅹ－16・17区で得られた成果である。特にそ

れまでに層位的な出土の確認できなかった隆起線文系土器群とともに検出され、層位学的に検

討し得たことは大きな成果である。しかしながら、表裏縄文系土器群と隆起線文系土器群とは

いずれも第II層から第IV層上部にかけて出土し、明確に包含層位が分離できたものではないこ

とには注意する必要がある。それは、あくまでも土器の型式分類と、分類に基づいたそれぞれ

の土器群の検出ピークに依拠しているからである。そのために、第II層から第IV層上部にかけ

て分布する石器群、特に石鉄がいずれの文化層に帰属するものであるか、的確に判断すること
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第164図　縄文時代草創期～早期初頭の遣物（1／2）

－255－



第VI章　第7次発掘調査の成果

は困難である。なお、これまでの柳又遺跡A地点における調査経緯から、有舌尖頭器に関して

は隆起線文系土器群に帰属するものと判断しているが、石鉄同様に明確な共伴関係が判明して

いるものではない。

今回の調査では、新たな土器群の発見や、これまでに知られている表裏縄文系土器群や隆起

線文系土器群、それらに共伴する石鉄や有舌尖頭器などの草創期石器群に資料の追加はないが、

パリノ・サーヴェイ株式会社の協力によって、土壌の自然科学分析を行ない、第II層上部から

中部において、重鉱物と火山ガラスの産状からK－Ahの存在が指摘され、その噴出年代が約

6300年前と記載されている。第II層中からは表裏縄文系土器群が出土しており、編年的位置づ

けとの関わりが注意される。しかしながら、第II屑の堆積・形成過程が明確ではない点、また、

接合する破片相互に層位内での上下差が著しく認められる点を考慮すれば、第III層以下にも包

含される表裏縄文系土器群や隆起線文系土器と、第II層上部から中部に見られるK－Ahの噴出

年代との関係は矛盾するものではないであろう。

（栗田一生）

（2）第IV層文化層

第2次調査においてC－7・8区第IV層において槍先形尖頭器、掻器、両面調整石器、石刃

等を含む石器群の集中箇所が認められたことから文化層として把握され、第3次調査において

資料が追加され、特徴的な石器器種組成や石器石材が判明したものである。しかしながら、現

在までの発掘調査区城の大部分は、既に第IV層以上の遺物包含層が畑地の耕作によって削剥さ

れているため、多くは表面採集もしくは第I層出土の遺物となっている。なお、第7次調査に

おける追加資料はない。

当該文化層の第IV層中への位置づけは、第2次調査における．C－7・8区の遣物出土状況に

加え、以下の3点を根拠にしているが、いずれも消去法的な根拠である。すなわち、第II層中

から第III層中では縄文時代草創期後半から早期初頭に位置づけられる表裏縄文系土器群やその

他早期土器群が包含され、縄文時代草創期前半の隆起線文系土器群が第III層下部～第IV層上部

にかけて存在していたことが推察されている。第Ⅴ層中には細石刃文化の石器群、第VI層中に

はナイフ形石器を伴う石器群が包含されており、第Ⅴ層以下に当該石器群の層位は求められな

い。このような消極的な根拠に基づいているために、時代区分と関わる編年的な位置づけを積

極的に論じることには困難であろう。つまりヾ第IV層文化層へ細石刃が共伴する可能性や隆起

線文系土器群の共伴する可能性を否定するものでない。

しかしながら、石器器種組成や石器石材の特徴には、これらの問題に言及する手掛かりとな

る特徴が認められるのもまた事実である。石器器種組成（第165図）は槍先形尖頭器、彫器削器、

彫器、掻器、削器、石刃等からなり、前述の隆起線文系土器群を含めて、あらゆる土器群の共

伴の有無については明らかではない。石器群では、特に彫器・削器が主体となっている点に特
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第165図　第IV層文化層の石器群（1／2）
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徴が求められよう。彫器はすべて石刃素材を折断によって、二ないし三分割し、断口面の一端

に彫刻刀面を作出したいわゆる側刀形彫器である。

また、彫器、削器、掻器の素材となる石刃は、いずれも大形である点も特徴である0さらに

この大形の石刃自身には、打面がひじょうに小さいうえに、頭部調整が丹念に施された結果頭

部付近が円形を呈するという、石刃剥離工程における処理に際立った技術的な特徴を内包して

いるようである。

また、石器石材には珪質頁岩が多用される点が大きな特徴として挙げられる0石器器種組成

上の特徴的であった彫器・削器や、その素材となる大形の石刃は、ほとんど珪質頁岩で占めら

れており、柳又遺跡A地点における他の文化層の石器群とは大幅に異なっている0珪質頁岩は

主に東北地方から新潟県地方にかけて広く分布するが、開田高原を含む長野県南西部には産出

地が確認されておらず、遠隔地石材といえるものである。

当該文化層のように遠隔地石材に大きく依存した石器群は、柳又遺跡A地点における他の文

化層を含めて、長野県南西部では異色であり、さらに中部地方南部においても類例は見あたら

ない。珪質頁岩を石材としたうえに大形の石刃を素材として、彫器、掻器、削器、石刃等の主

要な石器器種が製作される石器群となると、さらに検討を要する内容である0

第166図　第Ⅴ層文化層における遺構の配置（1／200）
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このような石器群が細石刃文化終末以降、旧石器時代から縄文時代への移行過程において、

編年的・系統的にどのような位置付けを与えられるのか、特に細石刃文化とその直後に位置付

けられる神子柴・長者久保文化の槍先形尖頭器石器群との時間的関係において注目される所以

である。特に北海道道南地域の樽岸遺跡、立川遺跡、美利河1遺跡等に見られる石器群との系

統的な関連性は重要である。

現状ではこのような点に言及する手掛かりに乏しく、今後の重要な研究課題として重くのし

かかっている。その中でもそれぞれの石器製品の素材となる大形の石刃に見られる剥離工程の

技術的な特徴から追及することが肝要であろう。

（栗田一生）

（3）第Ⅴ層文化層

第Ⅴ層文化層は、第1次調査から注意されている旧石器時代終末の細石刃文化の文化層で、

第Ⅴ層中に包含される。第7次調査で発掘区とした範囲は、第1次調査、第2次調査、第3次

調査で発掘区とされた範囲であり、第Ⅴ層文化層の包含層位である第Ⅴ層はすでに調査を終了

していたが、わずかに第Ⅴ層文化層の関連資料が追加されている。

7年次にわたる調査で確認された遺構には配石2基と礫群7基とがある。石器群は7年次に

7　　　8　　　9　　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16

第167図　礫全体接合配線（1／200）
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わたる発掘区ほぼ全域に分布しており、石器ブロックの把握という方法をとらずに資料は提示

されているが、配石や礫群の形成場所と重複するように分布が集中する傾向が認められ、関連

の注意されるところであろ（第166～171図）。

特に配石遺構には、本文化層の主体となる細石刃とその関係資料が多く分布しており、細石

刃生産に関わる遺構の可能性もある。さらに母岩別資料分析を通して、これらの石器群の集中

相互の関わりは追認されるところである。

また、．礫群は細石刃文化の時期の発見例が全国的に見ても殊の外少ない中での発見例であり

注目される。これらの礫群相互には多数の接合が確認され、共時性を示唆するとともに文化層

を越える礫の接合事例が認められる。このような接合状況は各礫群の帰属文化層の誤認に起因

する可能性も否定できないが、各文化層に帰属する礫群の範囲が、それぞれの文化層の石器群

の分布と一致したり、礫群と石器ブロックとの間に有機的な関係を想定できること、礫群と石

器ブロックの検出層位ががほぼ同レベルないしは、礫群のほうが下位に位置し、石器群を層位

的に挟んでそれぞれの礫群が存在すること、文化層を越える礫群の構成礫の接合関係が把握で

きた場合、相対的に古い文化層の礫群を構成する礫は小形であり、より新しい文化層に大形の

礫が残存する傾向があること、接合は各礫群の単位内で最も多く確認できること、という4点
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第168図　第Ⅴ層文化層の石器器種別分布状態（1）細石刃、細石刃石核、同素材、削片、細石刃石核調整剥片（1／200）
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を根拠に、現時点では、文化層を越える礫群の構成礫の共有がより古い文化層の礫群構成礫が

持ち出され、再使用された結果と考えている。しかしながら礫群の帰属時期に関わることであ

り注意されるところである．。

なお、第Ⅴ層文化層の生活面は、配石や礫群の検出層位によって第Ⅴ層下部から第VI層上部

に想定されるが、第7次調査では第Ⅴ層文化層に帰属する石器群、特に細石刃などが第Ⅴ層文

化層の礫群の下位、第VI層L文化層と同一層準でも多く検出されたが、石器群の平面的な分布

が排他的な関係にあることを考慮して、示準的な石器器種に則して帰属文化層を決定した。

石器器種組成としては、細石刃および細石刃石核・打面形成削片等の関係資料を主体に、槍

先形尖頭器が伴う。他に彫器、彫器削器、削器、掻器、挟入石器、細部調整剥片等の剥片石器、

石刃・石刃状剥片、剥片・砕片、石核など、礫器には打製石斧や敲石等があり、バラエアイ一

に富んでいる（第172～220図）（表22～24）。

本文化層の主体をなす細石刃とその関係資料には、細石刃、細石刃石核、細石刃石核原形、

細石刃石核素材、細石刃石核打面形成削片、稜付削片、細石刃剥離作業面再生剥片、細石刃石

核調整剥片などである。これらの一連の資料によって、本遺跡での細石刃石核の準備から細石

刃の剥離・細石刃石核の再調整に至る細石刃生産の全工程に該当する資料が揃い、細石刃剥離
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技術の特徴が詳細に分析・復元されている。

・細石刃剥離技術に関して特に注目される点は、北方系細石刃文化に系統のたどれる削片系の

楔形細石刃石核とその製作過程に生じる両面調整素材・打面形成削片・細石刃石核原形等の関

係資料が内在し、本遺跡における細石刃剥離技術の一角を占めている点である。

これらの資料は、湧別技法に代表される北海道から東北地方に分布の認められる細石刃剥離

技術で、各地方との系統的関連性を示すものと思われる。しかしその一方で、細石刃石核の調

整に定形的な削片の剥離を伴わない独特な楔形石核が認められる点や、石材として破璃質安山

岩を多用する点などに本遺跡独自の様相がみられ、注意が必要である。

細石刃自体についても、大きさ、折断方法、細部調整等の形態学的特徴がすでに詳しく論じ

られている。特に全国的な平均値に照らして比較的幅広であるという傾向が明らかであったが、

さらにそれが披璃質安山岩製のものに顕著であることが統計的に明らかになっている。

細石刃に共伴するその他の器種には、槍先形尖頭器、彫器、彫器掻器、掻器、削器、両面調

整石器、打製石斧がある。この中で注目されるのは、彫器が極めて少なく、荒屋型が含まれて

いない点がある。北方系の技術系統に基づく細石刃生産の様相と対極をなしている。その一方

で、掻器には黒曜石製の角二山型のものが1点含まれており注意される。
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第170図　第Ⅴ層文化層の石器器種別分布状態（3）石刃、石刃状剥片、石核、素材、剥片（1／200）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

北方系の技術系統に属する細石刃石器群は、現在岡山県恩原2遺跡でも知られ、その資料に

対する詳坤な説明に拠って、歴史的な評価、あるいは解釈が与えられている（稲田編1996）。

柳又遺跡A地点の第Ⅴ層文化層の石器群も含め、今後とも各地の細石刃剥離技術の系統を検討

していくともに、選択される石器石材、あるいは共伴する石器器種組成を検討してゆく必要が

ある。柳又遺跡A地点の第Ⅴ層文化層も多く姐上にのることを期待したい。

石器石材の特徴も先の細石刃の技術系統を考えてゆくうえで不可欠な視座であろう。特に細

石刃とその関係資料は、黒曜石に加えて、あるいは以上の比率で披璃質安山岩を主に用いてい

おり、製作される細石刃自体と石材の関連はすでに見たとおりである。また本文化層に組成す

る掻器・削器・細部調整剥片等の剥片石器や石刃、剥片・砕片、石核は、チャートが高い割合

を占めてしており、細石刃とその関連に資料に見られる石器石材とは異なっており、あたかも

器種別に石材が補完関係にあるようにも見える。特に当該文化層の母岩別資料に関して限れば、

チャートのものしか把握されておらず、開田高原でチャートが比較的容易に入手できることを

考慮すれば、注目される傾向といえよう。

ところで今回の調査成果の中で、W・Ⅹ－8区から出土した大形の石刃を素材とするチャー

ト製彫器1点、披璃質安山岩製彫器挟入石器1点、披璃質安山岩製挟入石器1点は注意を要す

7　　　8　　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16

第171図　第Ⅴ層文化層の石器母岩別資料接合配線（1／200）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

る石器であろう。

これまでの調査でこのような大形の石刃を素材とする石器は、第Ⅴ層文化層の石器群には含

まれておらず、むしろ第IV層文化層の石器群に見られる特徴である。しかしながら、第IV層文

化層の石器群が珪質頁岩を主要石材とするのに対して、今回発見された石器の使用石材は、他

の剥片石器同様のチャートや、細石刃とその関係資料に多く使用されている披璃質安山岩であ

る。また、これらの石器は観察所見のうえで素材石刃の剥離にあたって打面調整や頭部調整が

わずかにしか認められず、その打面が大きいという特徴があり、打面調整や頭部調整が顕著に

見られ、打面が小さいことに特徴のある第IV層文化層の大形の石刃とは、剥離技術上大きく異

なっているため、第IV文化層の大形石刃とは異なる石刃と判断した。

そのうえで、これらの石器の検出層位を再度検討し、これまで確認されている第Ⅴ層文化層

の石器群の下位に位置することから第Ⅴ層文化層に帰属するものと判断したところである。し

かしながら、類似する石器群が他の兄い出せなかった点は注意される。そして、このような石

器製品の素材となっている石刃がひじょうに大形である点は、帰属すべき文化層としては否定

したものの、第IV層文化層の石器群との関わりを意識させるものがある。

特にその石器石材が、披璃質安山岩と結び付いているように感じられる点は示唆的である。

今後とも注意すべき石器群といえよう。

（松島悦子）

（4）第VI層M文化層

第VI層M文化層は、第4次錮査で新たに認定された文化層である。

第VI層上部から中部にかけて包含さ杵、C－12・13区で確認された礫群1基と石器ブロック

1箇所がある。C－12・13区で確認された礫群を構成する礫の検出層位から、第VI層中部に生

活面が想定される。

なお、1．基の礫群と1か所の石器ブロックは、いずれも発掘区以西へのひろがりが予想され

るが、未調査のため分布状態について多くは判断できない。

なお、第7次調査を終了した現在、これまでの7年次にわたる発掘区となった部分全体を見

渡しても、C－12・13区で確認された礫群1基と石器ブロック1箇所のみである。

第VI層M文化層は、ナイフ形石器1点、石刃3点、細部調整石刃1点、その他剥片12点、礫

群を構成する礫57点を加えても、わずか73点に過ぎない。そのため、石器器種組成や石器石材

の特徴といった石器群の様相は不明な点も多く、全容を把握するには至っていない。これらの

石器のうち、ナイフ形石器は石刃を素材として、一側線にブランテイング加工を施し、素材の

打面を残置する。

しかし、出土した石器は少量であり、ナイフ形石器も1点のみであることから、形態等から

当該文化層の編年的位置づけを求めることは困難と思われる。　　　　　　　（栗田一生）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第VI章　第7次発掘調査の成果

1gJα（B－6・83）

（第2次報告173）
（第1次報告4）

2g血（表採）
（第3次報告1）

3g血（表採）
（第2次報告171）
（第1次報告1）

4g／α（W－16・24）

（第6次報告1）

第172図　第Ⅴ層文化層の石器（1）細石刃石核・原形（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

5g／α（A－10・I屑）
（第2次報告172）
（第1次報告2）

亨：－：‥．：：：、I

：二‾－：：喜．1

6g／α（Ⅴ－1卜31）
（第2次報告3）

80あ（C－8・1）

（第2次報告2）

100占（C－10・I層）
（第2次報告4）

◎ 70占（Ⅴ－5・37）

（第3次報告2）

90∂（C－9・I層）
（第2次報告1）

11Cゐ（W－7・I層）
（第3次報告3）

－：‾二．二書目芸子

0

ミ：二三

5cm

l　一　　一　　一　　一　つ

第173図　第Ⅴ層文化屑の石器（2）細石刃石核（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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140み（C－9・36）

（第2次報告7）

『㌧

‾偉‾厨
150∂（C－9・34）

（第2次報告5）

lヽ

16g血（Z－11・5）
（第2次報告6）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　5cm

：，l　1　－　：

第174図　第Ⅴ層文化層の石器（3）細石刃石核素材、原形、稜付削片（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

17glα（Y－7・I層）
（第3次報告4）

18gJα（C－9・71）

（第2次報告8）

19gん7（Ⅴ－5・36）

（第3次報告5）

200∂（B－15・14）
（第2次報告174）
（第1次報告10）

5cm

：　一　　一　＿＿」一一」

第175図　第Ⅴ層文化層の石器（4）打面形成削片（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

21g血（C－10・30）
（第2次報告9）

22gJα（表採）
（第2次報告176）
（第1次報告6）

24g／β（Ⅹ－5・10）

（第3次報告7）

23g血（表採）
（第2次報告175）
（第1次報告5）

5cm

」　　　＿l　1　－　I

第176図　第Ⅴ層文化層の石器（5）打面形成削片（3／4）

－272－



第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

三三三三

′よこ、i‡蔓記述

二二二
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第184図　第Ⅴ層文化層の石器（1瑚細石刃（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第185図　第Ⅴ層文化層の石器（1舶田石刃（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第186図　第Ⅴ屑文化層の石器（均槍先形尖頭器（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第190図　第Ⅴ層文化層の石器（岬掻器（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第192図　第Ⅴ層文化層の石器餌削器・縦形削器（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第195図　第Ⅴ屑文化層の石器伽削器（3／4）
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第196図　第Ⅴ層文化層の石器㈲挟入石器、楔形石器、細部調整剥片（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第198図　第Ⅴ層文化層の石器即細部調整剥片・細部調整石刃（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第199図　第Ⅴ層文化屑の石器㈹細部調整剥片（3／4）
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第200図　第Ⅴ層文化層の石器幽細部調整剥片・細部調整石刃（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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－297－
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第203図　第Ⅴ屑文化層の石器㈲細部調整剥片（3／4）
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第204図　第Ⅴ屑文化層の石器紬石刃、細部調整剥片、細部調整石刃（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第205図　第Ⅴ層文化層の石器㈱微細剥離痕を有する剥片、石刃、石刃状剥片、細部調整石刃（3／4）
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第206図　第Ⅴ層文化屑の石器的石刃状剥片（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第207図　第Ⅴ層文化層の石器㈹石刃、石刃状剥片、細部調整石刃（3／4）
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第208図　第Ⅴ屑文化層の石器的石刃、石刃状剥片、微細剥敵痕を有する剥片、細部調整石刃（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第209図　第Ⅴ層文化層の石器細石刃、石刃状剥片、挟入石器、細部調整石刃（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第210図　第Ⅴ層文化層の石器帥石核（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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第211図　第Ⅴ屑文化層の石器（細石核（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第212図　第Ⅴ屑文化層の石器伍1）石核（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

486Cゐ（C－9・138）

（第2次報告159）
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第213図　第Ⅴ層文化層の石器㈹石核（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第214図　第Ⅴ屑文化層の石器㈹石核（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層
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（第3次報告VIL－22）

5cm

：1　一　　一　　⊥」

第215図　第Ⅴ層文化屑の石器㈱石核（3／4）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

第216図　第Ⅴ屑文化層の石器㈹石核（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化屑

495Cカ（C－9・68）
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（第7次報告37）
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第217図　第Ⅴ層文化層の石器㈹石核（3／4）
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498Cゐ（B－11・69）

（第7次報告34）

499Cカ（A－13・87）

（第2次報告VIL－49）（第1次報告233）

第218図　第Ⅴ層文化層の石器的石核（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化屑
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第219図　第Ⅴ屑文化層の石器㈹石核（3／4）

－315－



第Vl章　第7次発掘調査の成果
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第220図　第Ⅴ層文化屑の石器㈹礫器・打製石斧（3／4）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

（5）第VI層L文化層

第VI層L文化層は、ナイフ形石器を主体とする文化層である。

第2次調査と第4次調査とによって、礫群1基と石器ブロック1か所が把握されていたが、

第7次調査によって、第3次調査で当該文化層の分布が示唆されていた範囲において礫群5基

と、石器ブロック2ヶ所が確認された。

その結果、礫群6基と石器ブロック3ヶ所が把握された（第221～225図）。なお、これらの礫

群と石器ブロックとは重複する位置関係にある場合が多い。すなわち、石器ブロック1は第1

号礫群を覆うように、石器ブロック2は第3号礫群と第4号礫群とを覆うように、石器ブロッ

ク3は第5号礫群と第6号礫群とを覆うように、それぞれ形成されており、礫群と石器ブロッ

クとの有機的な関連が示唆されるところである。

なお、これらの礫群相互には多数の接合が確認され、共時性を示唆するとともに文化層を越

える礫の接合事例が認められる。このような接合状況は各礫群の帰属文化層の誤認に起因する

可能性も否定できないが、各文化層に帰属する礫群の範囲が、それぞれの文化層の石器群の分

布と一致したり、礫群と石器ブロックとの間に有機的な関係を想定できること、礫群と石器ブ

ロックの検出層位ががほぼ同レベルないしは、礫群のほうが下位に位置し、石器群を層位的に
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第221図　第VI層L文化層における遺構の位置（1／200）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

挟んでそれぞれの礫群が存在すること、文化層を越える礫群の構成礫の接合関係が把握できた

場合、相対的に古い文化層の礫群を構成する礫は小形であり、より新しい文化層に大形の礫が

残存する傾向があること、接合は各礫群の単位内で最も多く確認できること、という4点を根

拠に、現時点では、文化層を越える礫群の構成礫の共有がより古い文化層の礫群構成礫が持ち

出され、再使用された結果と考えている。しかしながら礫群の帰属時期に関わることであり注

意されるところである。

第VI層L文化層の生活面は、これらの礫群を構成する礫の検出層位から第VI層下部に想定さ

れる。なお、石器群は第VI層中部から下部にかけて包含されており、礫群に対して相対的に上

位に位置することになる。

そのために第7次調査では第Ⅴ層文化層に帰属する石器群、特に細石刃などが第Ⅴ層文化層

の礫群の下位第VI層L文化層と同一の層準からも出土した。しかしながら、石器群の平面的な

分布が、第Ⅴ層文化層と第VI層L文化層とでは排他的な関係にあることを根拠に、．示準的な石

器挙種に則して帰属文化層を決定した。そして、それはナイフ形石器を主体とする石器群の下

位に礫群が位置することを意味し、逆説的に第2号礫群、第3号礫群、第4号礫群、第5号礫

群、第6号礫群が第VI層L文化層に帰属することを明らかにした。
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第222回　礫接合配線（1／200）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

当該文化層における石器ブロック相互の関係は、母岩別資料分析を通して石器ブロックを越

えて分布する母岩別資料の存在と、複数の石器ブロックにまたがって接合する母岩別資料が確

認されたことから共時性を認識している。

母岩別資料には、黒曜石とチャートのものを把握しているが、チャートの母岩がそれぞれ、

両設打両石核を用いた剥片剥離工程を復元できて、ほぼ原礫素材にまで復元できる場合が多

かったのに対して、黒曜石の母岩は、それぞれ同一母岩から製作されたものと肉眼観察された

が、いずれも石核を含んでおらず、ナイフ形石器などの石器製品か、ナイフ形石器などの調整

剥片・砕片、あるいは不連続な剥片・砕片に限られてお．り、好対照をなしている。このような

母岩別資料に見られる石器石材の傾向は、あるいは柳又遺跡A地点に石器ブロックを形成した

集団に関わる行動論的な解釈に、資料を提供するものとも考えられる。

なお、石器石材の特徴を見ると、チャートの石器製品への利用頻度が高さ、剥片剥離工程を

含む使用総量もに圧倒的に多い。次いで黒曜石、披璃質安山岩と続くが、披璃質安山岩以下は

石器石材としての利用頻度が低く、使用総量もにひじょうに少なくて第VI層L文化層の特徴を

なしている。

このような特徴は、石器ブロック単位に見た場合にも認められるもので、特に母岩別資料分
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第223図　第VI層L文化層の石器ブロックの位置（1／200）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

析を通して、各石器ブロックの場の性格を推察した場合、石器製品の生産に関わって、素材の

剥片剥牡工程から調整にいたる過程が認められる母岩は、いずれもチャートであり興味深い。

それとは逆に、母岩別資料として把握し得ながら、剥片剥離工程の明確に理解し得ない黒曜

石について考える際には示唆的な状況である。つまり、黒曜石は一定の加工がなされて柳又遺

跡A地点へと搬入された可能性すら考えられるのではないだろうか。今後とも検討を要する課

題である。

第VI層L文化層の石器器種組成は、ナイフ形石器を主体として、槍先形尖頭器、彫器、掻器、

栂指状掻器、削器、鋸歯状石器、操錐器、挟入石器、細部調整剥片などの剥片石器、石刃・石

刃状剥片、剥片・砕片、石核、石核素材など、礫器には敲石があり、ナイフ形石器とともに槍

先形尖頭器が伴う点が特徴であろう（第226～252図）（表25－27）。

ナイフ形石器は、．石刃折断技法によって素材の形状を大きく変形させたうえで、二側線加工

によって鋭い先端部を作り出す、いわゆる茂呂型ナイフ形石器と、石刃を素材として先端を斜

めに折断するような急斜度の調整を加えた、部分調整のナイフ形石器との2形態が主体をなす。

この2形態の組み合わせを中心とするナイフ形石器の形態組成は、関東地方の石器群に対比
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第224図　第VI層L文化層の石器器種別分布状態（1／200）
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第2節　柳又遺跡A地点の各文化層

した場合、相模野台地では相模野第IV期前半（矢島・鈴木1977）、諏訪間順（1988）によるい

わゆる相模野編年の段階VI、武蔵野台地ではIIb期（小田1977）に特徴的に見ることができ、

当該文化層の編年的位置は、武蔵野台地立川ローム層第IV層中位に比定することが妥当であろ
ヽ

つ。

いわゆる「砂川期」の石器群は、南関東地方にとどまらない広範囲な広がりをみせているも

ので、両設打両石核を用いた石刃投法にも特徴があるが、当該文化層における母岩別資料分析

の結果でも両設打面の形成という特徴が認められ、ナイフ形石器の形態組成に基づく推定を裏

付けている。

また、隣接するC地点（青木・内川・高橋1993）では、細石刃石器群（第I・第II文化層）、

尖頭器石器群（第III文化層）、ナイフ形石器石器群（第IV・第Ⅴ文化層）の計5枚の文化層が検

出されているが、チャートを主要石材とした石刃素材のナイフ形石器が主体となる第IV文化層

に、当該文化層は比定されよう。

なお、今回の報告した第VI層L文化層の石器群のなかでは、5点を数える挟入石器が注意さ

れる。これまでに試掘、第1次調査（小林編1990）で11点の挟入石器が出土しているが、表

土から検出されたものであったため文化層を特定することができなかった。
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第225図　第VI層L文化層の石器母岩別資料接合配線（1／200）
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第VI章　第7次発掘調査の成果

その後の調査成果に基づいて、これらの挟入石器のうちで2点に関してのみ、それぞれ1点

づつを細石刃を主体とする第Ⅴ層文化層と、槍先形尖頭器を伴うナイフ形石器の第VI層L文化

層とに帰属することを判断した。その後、第6次調査において第Ⅴ層文化層に帰属するものと

判断した挟入石器が3点検出されているが、第VI層L文化層に伴う挟入石器は、第4次調査で

報告した1点を数えるに過ぎなかった。

東海・関東地方の挟入石器を検討した山下秀樹（1995）は、諏訪間順（1988）による相模野

台地の編年、段階VI・VIIにわたって同地域の挟入石器が盛行することを指摘し、関連する地域

の遺跡として柳又遺跡A地点の挟入石器にも注意を払っている。

今回の調査で検出された5点の挟入石器は、いわゆる「砂川期」に位置づけられる第VI層L

文化層に帰属し、山下の見解とうまく整合するものであろう。しかしながらその一方で、挟入

石器が槍先形尖頭器を主体とする石器群以降には急速に衰退するとされている点で、柳又遺跡

A地点の事情は若干問題を含んでいる。すなわち、第VI層L文化層においての槍先形尖頭器を

伴っていることと、続く第Ⅴ層文化層が細石刃を主体としながらも、槍先形尖頭器が比較的ま

とまっていながら、挟入石器も4点を数えることが挙げられる。この点に関わって、柳又遺跡

A地点における石器それぞれの帰属する文化層の問題が再び浮上することになろう。

柳又遺跡A地点の発掘調査出土資料に関していえば、石器群の帰属する文化層の認定にあ

たって、まず出土層位を重視している。そのうえで石器群の平面分布のまとまりと垂直分布の

まとまりとに注意して、石器ブロックを認識し、各文化層の石器ブロックの範囲に含まれる石

器群について、各文化層へと帰属させている。第Ⅴ屑文化層に関しては、石器ブロックを設定

していないものの、分布の集中するまとまりを把握しており、それらが第VI層L文化層に把握

した石器ブロックとは、平面分布上も、垂直分布上も排他的な傾向を示していることが理解さ

れている。この点を重視して、これまでに石器群はJ各文化層に分離され、槍先形尖頭器や挟

入石器に関しても同様の手続きを経て、文化層がそれぞれに分離されている。

槍先形尖頭器では、第Ⅴ層文化層のものと第VI層L文化層のものとに形態的な違いも存在し

ているようである。すなわち、第VI層L文化層の槍先形尖頭器は片面調整の場合が多く、幅広

の非対称形を呈している。対して第Ⅴ層文化層のそれは両面調整で細身の対称形を呈している

のである。このような形態的な特徴が前述の手続きを経て分離された文化層それぞれに理解さ

れる点は、槍先形尖頭器が第Ⅴ層文化層と第VI層L文化層とに、それぞれ帰属することを傍証

すると考えている。

なお、挟入石器はすでに第Ⅴ層文化層の項で触れた大形の石刃を素材とするものが、第Ⅴ層

文化層に特有と見られるが、その他の不定形の剥片を利用したものは両者に見られ、文化層そ

れぞれに顕著な特徴は認められないために、形態から傍証できないという難点を残している。

（田村令子）
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表25　第Ⅵ層L文化層石器器種別石材別点数　　　　　　　　単位＝点

器　　　　 種 チ ャー ト 黒 曜 岩
改 璃 質

安 山 岩
王圭質 貢 岩 i疑灰 岩 ・ 安 山 岩 砂　 岩 ホ ル ン

フ ェ ル ス
不　 明 総　 計 ‾

槍 先 形 尖 頭 器 6 1 2 0 0 0 0 0 0 9

両 面 調 整 石 器 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ナ イ フ 形 石 器 3 2 2 0 2 1 0 0 0 0 ． 0 5 5

彫 器 ．0 4 0 0 0 0 0 0 0 4

掻 器 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3

才母指 状 掻 器 0 2 ‘ 0 0 0 0 0 0 ． 0 2

削 器 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3

扶 入 石 器 5 4 0 0 0 0 0 0 0 9

細 部 調 整 石 刃 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

細 部 調 整 剥 片 4 1 4 0 0 0 0 0 0 1 4 6

1柔錐 器 ． 1 0 0 0 0 0 0 0 － 0 1

鋸 歯 状 石 器 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

石 刃 ． 2 9 5 2 0 0 － 0 0 0 0 3 6

石 刃 状 剥 片 1 2 2 1 0 0 0 0 0 0 1 5

石 核 3 9 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0

石 核 素 材 ・ 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6 r

敲 石 ． 0 0 0 0 0 0 2 0 0 12 l

1 日

1 3 3 0 つ

1実形 石 器 0 1 0 0 0 0 0 0 　 0

微細剥離痕 を有す る剥片 7 4 0 0 0 0 0 0 0

剥 片 1 1 1 2 1 8 5 2 3 3° 5 0 0 2 0

砕 片 5 4 4 8 3 9 2 0 ・1 0 0 0 6 3 9　 1
l

総 言十 1 8 4 0 3 2 0 3 9 6 5 1 2 2 1　ノ 2 2 1 6　 1

表26　第Ⅵ層ち文化層石器器種別石材別重量　　　　　　　　単位＝g

器　　　　 種 チ ャ ー ト 黒 曜 岩
披 璃 質

安 山 岩
珪 質 頁 岩 凝 灰 岩 安 山 岩 砂　 岩 ．ホ ル ン

フ ェ ル ス
不　 明 総　 計

槍 先 形 尖 頭 器 3 9 ．4 9 0 ．2 3 2 ．4 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 4 2．1 2

両 面 調 整 石 器 3 8 ．3 0 　 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 3 8．3 0

ナ イ フ 形 石 器 1 1 6 ．1 6 3 4 ．3 1 3 ．7 4 4．4 7 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0二0 0 1 5 8．6 8

彫 器 0 ．0 0 2 1．4 3 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 2 1．4 3

掻 器 2 2 ．6 0 7．9 6 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 3 0．5 6

拇 指 状 撞 器 0．0 0 2．5 6 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 2 ．5 6

削 器 6 3．0 9 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 6 3 ．0 9

扶 入 石 器 8 1．8 8 1 3．2 3 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 9 5 ．1 1

細 部 調 整 石 刃 0．7 6 5．5 1 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 6 ．2 7

細 部 調 整 剥 片 8 1 6．3 2 2 1．8 7 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．7 7 8 3 8 ．9 6

ま柔錐 器 4．9 7 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 － 0 ．0 0 4 ．9 7

鋸 歯 状 石 器 0．0 0 1．9 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 ・0 ．0 0 1 ．9 0

石 刃 3 3 0．4 6 1 4．9 5 2 2．8 7 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 3 6 8 ．2 8

石 刃 状 剥 片 1 0 0．7 2 3．0 1 3．3 9 0．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 1 0 7．1 2

石 核 ‘2 8 5 0．4 1 1 4．7 2 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0．°0 0 0 ．0 0 2 8 6 5．1 3

石 核 素 材 5 1 9．2 7 0．0 0 0．0 0 0．・0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 5 1 9．2 7 l

敲 石 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0．0 0 2 5 4．6 5 0．0 0 0 ．0 0 2 5 4．6 5

楔 形 石 器 ‘ P．0 0 8．2 4 ’0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 8．2 4

微細剥離痕 を有す る剥片 8 5．8 6 4．4 1 0．0 0 0．0 0 0 ．0 0 0．．0 0 0．0 0 0．0 0 0．0 0 9 0．2 7

剥 片 5 6 1 4．0 7 14 2．5 6 1 7．2 6 ・3 ．2 3 5 ．4 4 0．0‾0 0．0 0 0．18 0．0 0 5 7 8 2．7 4

砕 片 5 5 7．3 1 2 9．8 8 2．0 0 0 ．0 9 0．0 0 0．6 0 0．0 0 0．0 0 0．00 5 8 9．8 8

総 計 ．1 1 2 4 1．7 0 3 2 6．7 7 5 1．6 6 7 ．7 9 5．4 4 0．6 0 2 5 4．6 5 0．18 0．7 7 1 1 8 8 9．5 0

表27　第Ⅵ層L文化層石器器種別石材別割合　　　　　　　　単位＝％

器　　　　 種 チ ャ ー ト 累 曜 岩
攻 璃 質

安 山 岩 ・
珪 質 貢 岩 凝 灰 岩 安 山 岩 砂　 岩

ホ ル ン ：

フ ェ ル ス
不　 明 ・ 総　 計

槍 先 形 尖 頭 器 0．2 7％ 0．0 5 ％ 0．0 9 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0 ．4 1％：

両 面 調 整 石 器 0．0 5％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0 ．0 5％

ナ イ フ 形 石 器 1．4 4 1垢 0．9 0 ％ 0．0 9 ％ 0．0 5 ％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 5垢 2．4 8％

彫 器 0．0 0 タ石 0．1 8 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0．1 8 5垢

掻 器 0．0 5 ％ 0．0 9 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0 ．0 0％ 0 ．‾0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0，‘ 0．14 ％

拇 指 状 掻 轟 0．0 0 ％ 0．0 9 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0．0 9％

削 器 0．1 4 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 タ‘ 0 ．0 0％ 0 ．0 0 5堵 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 10．0 0％ 0．14 ％

挟 入 石 器 0．2 3 ％ 0．1 8 ％ 0．0 0 ％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0三好 0．4 1％

細 部 調 整 石 刃 0．0 5 ％ 0．0 5 ％ 0．0 0 ％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0．0 9％

細 部 調 整 剥 片 1．8 5 ％ 0．1 8％ 0．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0％． 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 5％ 2．0 8 ％

ま柔錐 器 0．0 5 ％ 0．0 0％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0タ石 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0．0 5 ％

鋸 歯 状 石 器 0．0 0 ％ 0 ．0 5％ 0 ．0 0 5垢 0 ．0 0％ 0．0 0％ ・0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 5 ％

石 刃 1．3 1 ％． 0 ．2 3％ 0 ．0 9％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 1．6 3 ％

石 刃 状 剥 片 0．5 4％ 0 ．0 9％ 0 ．0 5タ石 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 タ‘ ’0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．6 8 ％

石 核 1．7 6・％ 0 ．0 5％ 0 ．0 0％ 0 ．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 タ石 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 1．8 1 ％

石 核 素 材 0 ．2 7％ 0 ．0 0タ石 0 ．0 0 5垢 0．0 0タ石 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．2 7 ％

敲 石 0 ．0 0タ石 0 ．0 0タ石 0．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 9 5堵 0．0 0 タ石 0．0 0 5垢 0．0 9 ％

楔 形 石 器 0 ．0 0タ‘ 0 ．0 5％ 0．0 0％ 0．0 0％ 0．0 0 タ‘ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 5 ％．

微細剥離痕 を有す る剥片 0 ．3 2％ 0 ．1 8％ 0．0 0％ 0．0 0タ石 0．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．0 0％ 0 ．0 0 ％ 0．0 0 ％ 0．5 0 ％

剥 片 5 0 ．1 6％ 8 ．3 5％ 11．0 4％ 0．14 ％ 0．2 3 ％ 0．0 0 ％． 0．0 0％ 0 ：0 9％ 0．0 0 ％ 6 0．0 0 ％

砕 片 2 4 ．5 6％ 3 ．7 5％ 0．4 1％ 0．0 9 ％ 0．0 0 ％ 0．0 5 ％ 0．0 0タ‘ 0 ．0 0％ 0 ．0 0 ％ 2 8 ．8 5 ％

総 計 8 3 ．0 2％ 1 4．4 5％ 1．7 6％ 0．2 7 ％ 0．2 3 ％ 0．．0 5 ％ 0．0 9％ 0 ．0 9％ 0 ．0 5 ％ 1 0 0．0 0 ％
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第VI章　第7次発掘調査の成果
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第226図　第Ⅵ層L文化層の石器（1）ナイフ形石器（3／4）
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第227図　第VI層L文化層の石器（2）ナイフ形石器（3／4）
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